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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－13人

９月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

17,046人
8,026人
9,020人
7,229世帯

９月のうごき
出生
死亡
転入
転出

6人
11人
20人
28人

日 時　11月11日(日)　午前11時～午後３時30分
場 所　かつらぎ総合文化会館

◆人権作文・ポスター優秀作品表彰
◆人権作文優秀作品朗読
◆人権講演会（午後１時30分～）
　「心元気に～一歩踏み出せば風は変わる～」
　　　　　　　講師: 新井　深絵 氏
　力強い歌声と温かさ、笑いの絶えないステージ。
生きる素晴らしさと一歩踏み出す勇気を与えられる、
楽しいひと時をお過ごしください。

（平成30年5月19日生まれ）

み　う妙寺の
奥村 莉奈さん・美海ちゃん

「お兄ちゃんと仲良くね」

人権フェスティバル 2018
「愛かつらぎ」開催のご案内

内 容
【大ホール】午後０時30分～３時

◆人権ポスターの展示
　※11月16日（金）午後４時まで展示します。
◆人権啓発コーナー

【展示ホール】午前11時～午後３時30分

問い合わせ　教育委員会生涯学習課指導係（内線３０１６）

※講師プロフィール
　ソウルゴスペルシンガー
　2005年Gospel　Awards ベストソリスト賞、
　2016年日本最大級のCM賞ACC賞「クラフト賞」受賞

　大ホールでは、手
話通訳と要約筆記が
あります。
　無料保育ルーム
は、11月５日（月）
までに事前予約
が必要です。



今月の主な内容

月号
平成30年（2018年）第717号

●子ども議会開催　　　　　　　　　　　　　２～３
●平成29年度決算報告　　 　　　　　　　　 ６～９
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　　15
●シリーズ防災　　　　　　　　　　　　　　16
●11月のお知らせ　　　　　　　　　　　　　17～19
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　　20
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　　21～23
●人権フェスティバル2018愛かつらぎ開催　 24
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中
学
生
議
員
か
ら
出
さ
れ

た
質
問
や
提
案
、
感
想
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す

　

子
ど
も
議
会
に
は
、
笠
田
・

妙
寺
両
中
学
校
の
14
名
の
生
徒

が
議
長（
２
名
）・
議
員（
12
名
）

と
し
て
参
加
し
、
本
町
の
現
状

や
課
題
、
今
後
の
町
づ
く
り
に

向
け
た
質
問
や
提
案
を
行
い
、

町
長
・
教
育
長
・
各
担
当
課
長

が
答
弁
す
る
と
い
う
町
議
会
同

様
の
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
質
問
す
る

内
容
に
つ
い
て
事
前
に
調
査
・

学
習
を
行
い
、
今
後
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
の
質
問
や
提
案
を

行
う
事
を
通
し
て
、
将
来
の
夢

や
希
望
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
歳
選
挙
権
施
行
に

よ
り
自
分
達
が
投
票
を
行
う
機

会
を
間
近
に
し
、
最
も
身
近
な

町
議
会
を
体
験
し
、
選
挙
制
度

へ
の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

・
災
害
時
の
避
難
経
路
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
停
止
時
の
対
応
に

つ
い
て

・
体
の
不
自
由
な
方
の
避
難
誘

導
に
つ
い
て

《
質
問
》

・
子
ど
も
や
外
国
人
で
も
わ
か

る
避
難
場
所
へ
の
誘
導
方
法

の
工
夫

・
避
難
場
所
へ
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
設
置　

・
防
災
訓
練
実
施
に
つ
い
て

・
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
よ
る

希
望
者
へ
の
貸
し
出
し

・
複
合
型
キ
ャ
ン
プ
場
つ
き
公

園
の
設
置

・
紀
の
川
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
定
期
的
な
開
催

・
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
人
気
ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
の

コ
ラ
ボ
企
画

《
提
案
》

・
避
難
生
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
達

等
講
習
会
の
実
施
予
定
に
つ

い
て

・
災
害
時
に
必
要
な
設
備
に
つ

い
て
、
町
防
災
施
設
が
使
用

不
可
と
な
っ
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て

・
杉
・
ひ
の
き
林
の
面
積
と
、

そ
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て

・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
宣
伝
方
法

に
つ
い
て

・
串
柿
の
全
国
シ
ェ
ア
率
と
、

こ
こ
数
年
の
販
売
数
の
推
移

に
つ
い
て

・
町
が
行
う
特
産
品
ア
ピ
ー
ル

の
た
め
の
予
算
に
つ
い
て

８月26日(日)、「かつらぎ町子ども（中学生）議会」が役場議場で開催されました。

小林　明以 議長
（笠田中学校３年）

壱岐　祥一朗 議長
（妙寺中学校３年）

子ども議会開催子ども議会開催
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◆
一
般
質
問
で
は
、
私
の
拙
い
質
問
や
提
案
に
丁
寧
に
答
え
て

い
た
だ
き
、
今
、
町
が
ど
の
よ
う
に
動
こ
う
と
し
て
い
る
か
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
私
達
の
学
習
の

時
点
で
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
様
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
人
を
ま
と
め
て
動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
難
し

さ
と
重
要
さ
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

◆
町
の
た
め
に
議
員
さ
ん
た
ち
は
懸
命
に
物
事
に
取
り
組
み
、

よ
り
快
適
な
町
づ
く
り
を
し
て
く
れ
て
い
る
と
分
か
り
ま
し

た
。
な
の
で
、
自
分
た
ち
は
、
様
々
な
方
か
ら
支
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
る
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
議
会
で
提
案
し
た
私
た
ち
中
学
生
の
ア
イ
デ
ア
は
少
し
実
現

し
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
少
し
で

も
町
を
よ
く
す
る
た
め
の
役
に
立
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
議
長
と
い
う
重
要
な
役
割
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
普
段
の

議
会
の
様
子
な
ど
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
、
大

事
な
場
面
が
あ
る
と
き
に
今
回
の
緊
張
感
あ
る
貴
重
な
体
験

を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
自
分
の
故
郷
、
か
つ
ら
ぎ
町
を
も
っ
と
も
っ
と
み
ん
な
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
！
そ
し
て
良
く
し
て
い
き
た
い
！
そ
ん
な

思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
切
に
、

そ
し
て
緊
張
し
な
が
ら
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

忘
れ
ず
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

《
感
想
》

岡本　百香 議員
（妙寺中学校３年）

寺下　博登 議員
（笠田中学校３年）

齊藤　沙紀 議員
（妙寺中学校３年）

薄月　隆人 議員
（笠田中学校３年）

北山　仁晴 議員
（妙寺中学校３年）

弓庭　颯太 議員
（笠田中学校３年）

上林　さくら 議員
（妙寺中学校３年）

岡本　雄輝 議員
（笠田中学校３年）

楠本　理央 議員
（妙寺中学校３年）

海野　琴乃 議員
（笠田中学校３年）

坪井　瞭河 議員
（妙寺中学校３年）

柳澤　建臣 議員
（笠田中学校３年）
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和歌山県 知事選挙
11／　（木）11／　（木）８11／　（木）８
告示日

11／　　11／　　　（日）（日）252511／　　　（日）25
投票日

問い合わせ　かつらぎ町選挙管理委員会（内線２０３２）

投票時間  午前７時～午後８時（一部地域を除く）

◆投票所の変更

第14投票所　　かつらぎ体育センター　　→　妙寺公民館
第29投票所　　新城農作業準備休養施設　→　新城地域交流センター

◆期日前投票

期　間　11月９日（金）～24日（土）
時　間　午前８時３０分～午後８時
場　所　かつらぎ町防災センターまたは、かつらぎ町役場花園支所

※投票所には、事前に送られてくる「投票所入場券」をご持参ください。

　平成12年11月26日までに生まれた方で、平成30年11月7日現在、かつ
らぎ町内に住所があり、引き続き３カ月以上住んでいる方。
※平成30年８月８日以降に県内市町村から転入された方で、県内の一
つの市町村に引き続き３カ月以上住所を有したことがあり、その後も
引き続き県内に住所を有する場合、投票できます。

◆かつらぎ町で投票できる方

誇りある ふるさと育む その一票
ほこ はぐく いっぴょう
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いつまでもお元気でいつまでもお元気で
　敬老の日にちなみ、９月10日（月）、町内で今
年度中に満100歳を迎えられる皆さんと特別養護
老人ホーム（愛光園、第２愛光園、あさひ、やま
ぼうし）、老人保健施設アメニティかつらぎ、ケ
アハウスかつらぎ乃里を町長が訪問しました。
　「ご長寿おめでとうございます。町発展のため
ご尽力いただいたことを感謝しています。これか
らもお体を大切に、いつまでもお元気でお過ごし
ください。」の言葉を添えて、皆さんに町から記
念品を贈りました。

祝
100歳

平岡 敏夫平岡 敏夫さん（中飯降）さん（中飯降）平岡 敏夫さん（中飯降）

斉藤 佳代斉藤 佳代さん（妙寺）斉藤 佳代さん（妙寺） 井上 井上 靜子さん（柏木）さん（柏木）井上 靜子さん（柏木）

木村 音美木村 音美さん（背ノ山）さん（背ノ山）木村 音美さん（背ノ山） 髙家 壽子髙家 壽子さん（星川）さん（星川）髙家 壽子さん（星川）

和田 貞子和田 貞子さん（萩原）和田 貞子さん（萩原） 渡邊 タツヱ渡邊 タツヱさん（中飯降）さん（中飯降）渡邊 タツヱさん（中飯降）

広報報報か5

妙寺妙寺）

）原）
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■町税の内訳
[個人町民税]
   　 5億9632万7千円

[法人町民税]
 　　 9338万3千円

[固定資産税]
 10億4370万0千円

[軽自動車税]  
 　    6898万8千円

[町たばこ税]
   1億685万3千円

[都市計画税] 
   1億270万9千円

[入　湯　税] 　
 　   　   298万5千円

町税合計
　　　20億1494万5千円

歳
出
の
主
な
増
減
理
由

■
議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費　
　
　
　

前
年
比
０
・
１
％
増

　

研
修
の
実
施
や
議
会
モ
ニ
タ
ー
への
謝
礼
金
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
総
務
費
…
庁
舎
の
維
持
管
理
、
税
金
徴
収
、
選
挙
等
に
要
す
る
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
２
・
２
％
減

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
業
務
委
託
な
ど
の
完
了
に
よ
り
減
少
し

て
い
ま
す
。

■
民
生
費
…
児
童
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
社
会
福
祉
に
要
す
る
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
５
・
８
％
減

　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
終
了
や
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
な
ど
の
完
了
に
伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
衛
生
費
…
感
染
症
予
防
、
清
掃
関
係
、
火
葬
場
運
営
等
、
公
衆
衛
生
に

要
す
る
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
３
・
６
％
減

　

中
志
賀
地
区
水
道
施
設
補
助
金
、
か
つ
ら
ぎ
斎
場
空
調
設
備
改
修
工
事

な
ど
の
完
了
に
伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
等
に
要
す
る
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
14
・
６
％
減

　

国
道
４
８
０
号
沿
地
域
振
興
交
流
施
設
建
設
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
費
…
観
光
や
商
工
業
振
興
等
に
要
す
る
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
48
・
６
％
増

　

道
の
駅
紀
の
川
万
葉
の
里
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
い
増
加

し
て
い
ま
す
。

■
土
木
費
…
道
路
橋
梁
、
河
川
、
公
園
等
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理
等
に

要
す
る
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
25
・
７
％
増

　

妙
寺
団
地
第
２
期
建
替
工
事
や
か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

整
備
工
事
の
着
手
に
伴
い
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
費
…
消
防
、
防
災
関
係
に
要
す
る
経
費　
　

前
年
比
０
・
６
％
増

　

消
防
団
員
退
職
報
償
費
の
増
加
や
河
川
水
位
監
視
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事

な
ど
の
実
施
に
伴
い
増
加
し
て
い
ま
す
。

１人当たり11万1688円　【前年比】465円増加（0.4％増）
町民１人当たりの町税負担額

決算報告

平成
29年度 決 算 報 告決 算 報 告決 算 報 告
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■
教
育
費
…
小
中
学
校
、
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
等
、
教
育
関
係
に
要

す
る
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
８
・
９
％
減

　

妙
寺
公
民
館
の
本
体
工
事
や
中
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
の
完
了

に
伴
い
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
復
旧
費
…
自
然
災
害
に
罹
災
し
た
際
の
復
旧
に
要
す
る
経
費　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
１
８
８
・
４
％
増

　

二
度
の
台
風
で
土
木
、
農
林
業
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
費
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

■
公
債
費
…
借
金
の
返
済
に
要
す
る
経
費　
　
　
　

前
年
比
３
・
０
％
増

　

教
育
･
福
祉
施
設
等
整
備
事
業
債
の
通
常
償
還
の
増
加
に
加
え
、
合
併

特
例
事
業
債
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
諸
支
出
金
…
右
記
以
外
の
行
政
目
的
を
有
し
な
い
経
費　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
比
15
・
２
％
減

　

決
算
剰
余
金
積
立
金
、
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
基
金
積
立
金
が
減
少
し

た
こ
と
か
ら
全
体
と
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

町民１人当たりのサービス等に係る経費
１人当たり61万4708円　
　　　【前年比】3,982円増加（0.7％増）

■町税　　　　　　　　　  前年比1.0％減
　町民税の法人税割や、固定資産税などが
減少しています。
■地方消費税交付金等　　  前年比6.9％増
　利子割交付金や株式譲渡所得割交付金な
どが増加しています。
■地方交付税　　　　 　　 前年比3.3%減
　市町村合併による特例措置の段階的な縮
小などにより減少しています。
■国庫支出金　　　　　　 前年比10.9%増
　妙寺団地第２期建替工事やかつらぎ西部
公園パークゴルフ場整備工事などの実施に
伴い増加しています。
■県支出金　　　　 　　　 前年比6.2%減
　地籍調査事業負担金の減少や国道４８０
号沿地域振興交流施設建設事業などの終了
に伴い減少しています。
■繰入金　　　　　　　　 前年比15.1%増
　町債の繰上償還を行うため減債基金を繰
り入れたこと。また、事業実施のために地
域福祉基金の繰入を行ったことから全体と
して増加しています。
■寄附金　　　　　　　    前年比30.4%増
　ふるさとかつらぎ寄附金において取扱い
ポータルサイトを増やしたこと。また、ふ
るさと寄附金返礼品の拡充やカタログ改善
などの実施に伴い寄附金額が増加し、全体
として増加しています。
■町債　　　　　　　　　  前年比0.3%減
　国道４８０号沿地域振興交流施設建設事
業や地域福祉センター改修事業などの建設
事業の完了に伴い減少しています。

歳入の主な増減内容

歳入 歳出

決算報告
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■水道事業会計決算

※地方公営企業法の適用を受ける公営企業の会計
　で、一般会計や特別会計とは区別されます。

■会計別決算額

シ ビ ッ ク セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険 事 業
天 野 診 療 所 事 業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業
介 護 保 険 事 業
下 水 道 事 業
花園地域交流推進施設運営事業
花園守口ふるさと村運営事業
花 園 梁 瀬 簡 易 水 道 事 業
　 　　計　　　　　　

108億6355万6千円
7025万9千円

31億7966万6千円
853万4千円

5億6791万4千円
26億9912万4千円
8億1847万5千円
4138万4千円
2437万7千円
546万0千円

74億1519万3千円

105億5945万3千円
7017万9千円

30億6084万0千円
807万5千円

5億6415万1千円
26億3659万3千円
8億 676万4千円
4113万1千円
2137万7千円
431万0千円

72億1342万0千円

3億 410万3千円
8万0千円

1億1882万6千円
45万9千円
376万3千円
6253万1千円
1171万1千円
25万3千円
300万0千円
115万0千円

2億 177万3千円

特　

別　

会　

計

会　計　名　　　 　　　　　歳　　入　　　　 　 歳　　出　　　　　 差　　引
一　般　会　計

3億4702万6千円4億1275万1千円 6572万5千円 31万6千円 1億1604万1千円

流 動 資 産 流 動 負 債 差　　　　引
9億1792万1千円 1億53万8千円 8億1738万3千円

　平成29年度の一般会計決算は、歳入108億6355万6千円、歳出105億5945万3千円、差引3億
410万3千円の黒字決算となりました。
　特別会計の決算は総額で、歳入74億1519万円3千円、歳出72億1342万円、差引2億177万3千
円となりました。

総　収　益 総　費　用 当年度純利益 前年度繰越利益剰余金 当年度末処分利益剰余金

《 

重
点
施
策
と
主
な
事
業 

》

　

第
４
次
か
つ
ら
ぎ
町
長
期
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
と

い
う
観
点
か
ら
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

歳  出

広報かつらぎ  平成30年（

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
と

い
う
観
点
か
ら
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

歳地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
ふ
る
さ
と
か
つ
ら
ぎ
寄
附
金
特
産
品
送
付
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
７
６
万
８
千
円

　

近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
ふ
る
さ
と

寄
附
金
制
度
に
つ
い
て
、
取
扱
い
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
増
加
や
特
産
品
の
拡
充
、
カ
タ
ロ
グ
の

改
善
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
か
つ
ら
ぎ
寄
附
金
の

推
進
を
行
い
ま
し
た
。

▼
起
業
支
援
事
業　
　
　

１
２
５
７
万
６
千
円

　

町
内
で
の
起
業
を
考
え
、
町
内
に
移
住
定
住

す
る
個
人
、
ま
た
は
新
た
に
事
業
所
を
設
置
す

る
法
人
に
対
し
て
５
０
０
万
円
を
上
限
に
支
援

す
る
事
業
で
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
審
査

に
よ
り
新
た
に
２
件
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

▼
佐
野
寺
跡
整
備
事
業　

１
６
７
４
万
９
千
円

　

県
指
定
史
跡
「
佐
野
寺
跡
」
の
地
下
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
遺
構
を
地
上
に
復
元
し
、
整
備
し

ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
概
要

決算報告
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▼
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
事
業
費
補
助
金　
　
　

１
４
３
万
４
千
円

　

50
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
、
肺
が
ん
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
よ
り
精
度
の
高
い
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査
を
２
年
に
一
度
一
部

自
己
負
担
で
実
施
す
る
事
業
で
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
１

０
４
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

▼
動
脈
硬
化
検
査
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
動
脈
硬
化
疾
患
お
よ
び
脳
血
管
性
認
知
症
の
予

知
・
予
防
の
た
め
、
集
団
健
診
時
に
動
脈
硬
化
検
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
７
１
８
人
が
受
診
し
ま
し

た
。

▼
か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
整
備
事
業　
　

１
億
５
０
５
万
８
千
円

　

「
か
つ
ら
ぎ
町
健
康
寿
命
日
本
一
宣
言
」
の
達
成
に
寄
与
す

る
都
市
公
園
と
し
て
か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
工
事
や
散
水

施
設
、
橋
梁
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
妙
寺
公
民
館
整
備
事
業　
　
　
　
　

１
億
２
４
２
万
３
千
円

　

妙
寺
公
民
館
整
備
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
本
館
の
耐
震
補
強

改
修
を
行
い
、
新
た
に
別
館
ホ
ー
ル
と
し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
棟

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
防
災
セ
ン
タ
ー
棟

の
建
築
に
着
手
し
ま
し
た
。

▼
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
事
業
費
補
助
金

１
４
３
万
４
千
円

50
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
、
肺
が
ん
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り

円リ予しし

▼
体
育
セ
ン
タ
ー
耐
震
診
断
事
業　
　
　
　

２
３
５
万
４
千
円

　

昭
和
54
年
に
建
築
さ
れ
た
町
内
唯
一
の
屋
内
社
会
体
育
施
設

で
あ
る
か
つ
ら
ぎ
体
育
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震

性
や
安
全
性
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

▼
内
水
対
策
河
床
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

５
６
１
万
７
千
円

　

紀
の
川
の
川
床
を
下
げ
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
約
１
万
７

６
５
７
㎥
の
堆
積
土
砂
の
掘
削
運
搬
を
行
い
ま
し
た
。

▼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
事
業　

１
４
３
万
１
千
円

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
室
を

改
装
し
、
子
育
て
世
代
の
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
を
設
置
し
ま

し
た
。
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
総
合
的
相
談
支
援
を
実
施

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課
会
計
係

（
内
線
２
０
７
１
）

　

地
方
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

よ
る
増
収
分
（
１
億
１
９
９
７

万
５
千
円
）
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
社
会
保
障
施
策
の
財
源
と

し
て
活
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
平
成
29
年
度
は
こ
ど
も

園
運
営
費
の
財
源
と
し
て
活
用

し
ま
し
た
。

▼
こ
ど
も
園
運
営
事
業　
　
　
　

５
億
２
４
９
６
万
円
４
千
円

　

か
つ
ら
ぎ
町
で
は
幼
保
一
元
化
を
行
い
平
成
28
年
度
か
ら
こ

ど
も
園
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
午
後
８
時
ま
で

の
延
長
保
育
や
一
時
保

育
事
業
、
体
調
不
良
児

保
育
事
業
な
ど
の
子
育

て
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
４
万
９
千
円

　

平
成
29
年
４
月
の
国
道
４
８
０
号
鍋
谷
峠
道
路
父
鬼
バ
イ
パ

ス
の
開
通
に
伴
い
、
和
泉
市
お
よ
び
か
つ
ら
ぎ
町
の
府
県
間
交

流
促
進
の
一
環
と
し
て
和
泉
市
と
共
同
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
方
消
費
税
交
付
金

（
社
会
保
障
財
源
分
）の

　
　

使
用
状
況
に
つ
い
て

決算報告
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健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不

足
比
率
は
、
町
の
財
政
状
況
を

判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
、
前

年
度
の
決
算
を
基
に
比
率
を
算

定
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団

体
が
毎
年
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
一
定
の
基
準
を

超
え
た
場
合
は
、
財
政
健
全
化

計
画
な
ど
の
策
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
決
算
の
算
定
の

結
果
は
、
す
べ
て
の
比
率
に
お

い
て
、
早
期
健
全
化
基
準
ま
た

は
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
た
め
、
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課
会
計
係

（
内
線
２
０
７
１
）

①
実
質
赤
字
比
率

　

町
の
一
般
会
計
な
ど
の
赤

字
の
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

町
の
す
べ
て
の
会
計
の
収

支
を
合
算
し
、
町
全
体
と

し
て
の
赤
字
の
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
返
済
額
の
大
き
さ

を
比
率
化
し
た
も
の
で
、

資
金
繰
り
の
危
険
度
を
表

す
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　

町
全
体
の
借
入
金
や
将
来

支
払
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
負
担
の
残
高
の
程
度
を

表
す
比
率

⑤
健
全
化
判
断
比
率

　

①
〜
④
の
比
率
の
総
称

⑥
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を

事
業
の
規
模
と
比
較
し
た

も
の
で
、
経
営
状
況
を
表

す
比
率

か
つ
ら
ぎ
町
の
健
全
化
判
断
比
率
・

　

資
金
不
足
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

都
市
計
画
税
・
入
湯
税
の

使
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

《
用
語
の
説
明
》

健全化判断比率

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

－
－
11.6
113.1

14.55
19.55
25.0
350.0

区　分 算定値 早期健全化
基　　　準

（単位：％）

※実質赤字比率・連結実質赤字比率、資金不足比率は
　赤字額（資金不足額）がないため「－」で表示します。

資金不足比率

－
－
－
－

会　計　区　分 算定値 経営健全化
基　　　準

水道事業
花園梁瀬簡易水道事業
下水道事業
花園守口ふるさと村運営事業

20.0

（単位：％）

　

税
金
の
中
で
、
一
定
の
政
策

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
使
途

を
限
定
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の

を
目
的
税
と
い
い
ま
す
。

 

本
町
の
目
的
税
に
は
、
都
市

計
画
税
と
入
湯
税
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
平
成
29
年
度
に
お

け
る
使
用
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
都
市
計
画
税

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画

事
業
・
土
地
区
画
整
理
事
業
に

使
わ
れ
ま
す
。

 

平
成
29
年
度
の
都
市
計
画
税

（
収
入
額
１
億
２
７
０
万
９
千

円
）
は
、
主
に
下
水
道
事
業
や

地
方
債
償
還
の
財
源
と
し
て
活

用
し
ま
し
た
。

◆
入
湯
税

　

入
湯
税
は
、
環
境
衛
生
施
設
、

消
防
施
設
な
ど
の
整
備
、
観
光

振
興
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
入
湯
税
（
収

入
額
２
９
８
万
５
千
円
）
は
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
な
ど

観
光
振
興
事
業
の
財
源
と
し
て

活
用
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課
会
計
係

（
内
線
２
０
７
１
）

都市計画税の使用状況
8億1749万3千円
3億4758万6千円
4億6990万7千円
1億 270万9千円
1億2969万0千円

0円
2億4550万0千円
3億3258万5千円
700万9千円

313万9千円
131万1千円
298万5千円
146万5千円

下水道事業
地方債償還
都市計画税
国庫支出金
県支出金
地方債
一般財源
その他

都市計画事業費
事業
内訳

財
源
内
訳

入湯税の使用状況

財源
内訳

入湯税
一般財源

※地方債償還…過去に行った事業の借入金
　　　　　　　の返済
※地　方　債…事業を行うための借入金

観光トイレ清掃業務委託料
観光パンフレット印刷
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　今年も11月９日（金）～15日（木）までの１週間、秋の全国火災予防運動を実施いたします。
　これから寒さも厳しくなり、火を取り扱う機会が多くなります。一人ひとりが火災予防を心がけ、
私たちの町から火災を出さないようにしましょう。

火災による死者ゼロを目指して（住宅用火災警報器について）
　全国で住宅火災による死亡事例が発生しています。住宅用火災警報器の設置が義務化となり、10
年以上が経過しました。機器の交換の目安が10年となっていますので、今一度、点検を実施してい
ただき、住宅火災による死者ゼロを目指しましょう。

防火ポスター・防火標語の入賞作品決定！
　火災のない明るいまちづくりを目指し、少年期から防火意識の高揚を目的とし
て、今年も伊都消防組合管内の小学校４、５年生を対象に防火ポスター・防火標
語を募集し、その応募作品を審査の結果、入賞作品が決定しました。
　入賞作品につきましては、11月９日（金）～18日（日）までの10日間、かつらぎ総
合文化会館に展示します。

秋の全国火災予防運動

　全国の農業をめぐる状況をみると、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などで、５年後、10
年後の展望が描けない地域が増えています。皆さんの集落・地域はいかがでしょうか。
　この集落・地域に暮らす農家の皆さんに、農業の将来、特に、どのような経営体が中心となって
地域農業を引っ張っていくのか、どうやって中心となる経営体に農地を集めていくのか、といった
「人と農地の問題」について、皆さんのご意見を聞かせていただきたいと思いますので、積極的な
ご参加をお願いします。
　また当日は、本町が取り組んでいる農業支援についてもご説明をいたします。

日時　11月21日（水）午後７時～（１時間半程度）
場所　かつらぎ総合文化会館３階研修室
内容　懇談会　①アンケート結果について　②人・農地プラン見直しについて
　　　補助事業について

皆さんの地域の「人と農地の問題」について
　　　　　　　　考える懇談会を開催します

問い合わせ　産業観光課農業振興係（内線２１８１）

問い合わせ　伊都消防組合消防本部（☎２２―０１１９）

○寝たばこは、絶対やめる
○ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する

○ガスコンロなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防災品を使用する
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを
設置する
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる

住宅防火いのちを守る７つのポイント～３つの習慣・４つの対策～
４つの対策３つの習慣
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◆
身
体
的
虐
待

　

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
戸
外
に
し
め
だ
す
、

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

◆
性
的
虐
待

　

性
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性

交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
学
校
に
行
か
せ
な

い
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
、
車
内
に
放
置

す
る
、
置
き
去
り
に
す
る
、
保

護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐

待
を
放
置
す
る
な
ど

◆
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
暴
力
、
無
視
や

拒
否
、
兄
弟
姉
妹
間
の
差
別
的

扱
い
、
子
ど
も
の
前
で
配
偶
者

な
ど
に
Ｄ
Ｖ
（
暴
力
、
暴
言
、

無
視
な
ど
）
を
す
る
な
ど

虐
待
の
種
類

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
生

命
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、
将

来
に
わ
た
っ
て
心
を
深
く
傷
つ

け
ま
す
。
言
葉
や
学
習
の
遅
れ

な
ど
「
発
達
へ
の
影
響
」、
低

身
長
低
体
重
・
栄
養
不
足
な
ど

「
身
体
へ
の
影
響
」、
情
緒
不

安
定
・
自
己
否
定
感
・
強
い
不

安
感
な
ど
「
心
へ
の
影
響
」、

暴
力
性
・
自
傷
行
為
・
対
人
関

係
の
形
成
な
ど
「
行
動
へ
の
影

響
」
な
ど
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
次
の
世
代
に
も
虐
待
を
起

こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

※
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
の
対
処
法

　

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ

て
く
る
と
、
気
持
ち
に
ゆ
と
り

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
子
ど

も
の
年
齢
相
応
の
行
動
や
失
敗

に
つ
い
て
、
思
わ
ず
感
情
的
に

怒
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、

ま
ず
は
「
深
呼
吸
」
し
て
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
！

↓
緊
張
・
興
奮
・
ス
ト
レ
ス
を

和
ら
げ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
促
す

虐
待
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

　

多
く
の
場
合
、
虐
待
を
し
て

い
る
親
は
、
自
分
の
行
為
を

「
し
つ
け
」
と
主
張
し
ま
す
。

　

「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の

区
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
問
題
で
す
が
、
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
親
が
「
し
つ
け
」

だ
と
思
っ
て
も
、
そ
の
行
為
が

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
「
虐
待
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の

違
い
は
、
親
の
言
い
分
（
思
い

や
考
え
方
な
ど
）
で
は
な
く
、

「
し
つ
け
」と「
虐
待
」

子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
、

受
け
止
め
て
い
る
か
に
よ
っ
て

判
断
さ
れ
る
の
で
す
。

効
果
が
あ
り
ま
す

↓
代
謝
が
よ
く
な
り
、
疲
労
回

復
効
果
も
あ
り
ま
す

※
し
つ
け
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
め
る

・
答
え
で
な
く
問
題
解
決
の
ヒ

　

ン
ト
を
与
え
る

・
子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
待
っ

　

て
あ
げ
る

・
失
敗
は
成
長
の
チ
ャ
ン
ス

※
し
つ
け
の
際
に
心
が
け
た
い

こ
と

　

子
ど
も
が
危
険
な
行
為
を
し

た
り
他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

こ
と
を
し
た
と
き
は
、
し
っ
か

り
言
い
聞
か
せ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
が
き
ち
ん
と

理
解
し
て
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
は
、
や
み
く
も

に
怒
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

・
暴
力
は
絶
対
に
ダ
メ

・
傷
つ
け
る
言
葉
を
使
わ
な
い

・
他
の
子
ど
も
と
比
較
し
な
い

・
過
去
の
こ
と
を
蒸
し
返
さ
な

い・
ダ
ラ
ダ
ラ
と
叱
ら
な
い

　

子
育
て
は
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
育

子
育
て
中
の
人
は

みんなで地域の子育てを見守ろう！

11月は
児童虐待防止
推進月間

※189（いちはやく）は、お近くの
　児童相談所につながります。
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あ
い
さ
つ
だ
け
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
子
育
て
中
の
親
に
や
さ

し
く
ひ
と
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

周
囲
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
大

き
な
心
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

地
域
や
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
が
れ
ば
、
子
育
て
へ
の
支
援

が
増
え
、
親
の
負
担
も
軽
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
虐
待
や
そ
の
疑
い
を

感
じ
た
時
も
、
一
人
で
抱
え
な

い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

て
中
は
孤
独
に
な
り
、
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
り
や
す
く
、
子
ど
も

を
必
要
以
上
に
し
か
っ
た
り
叩

い
た
り
し
て
し
ま
い
や
す
い
時

期
で
す
。

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
、

ま
ず
は
周
囲
の
人
や
相
談
機
関

に
相
談
し
、
解
決
方
法
を
一
緒

に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
人
は

気
軽
に
相
談・

　

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

か
つ
ら
ぎ
町
児
童
虐
待
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
（
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
事
務
局　

教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
内
☎
22
―
８

８
７
７
）、
伊
都
振
興
局
健
康

福
祉
部（
☎
０
７
３
６
―
42
―

３
２
１
０
）、
和
歌
山
県
子
ど

も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー（
☎
１
８
９
ま
た
は
０
７

３
―
４
４
５
―
５
３
１
２
）

※
昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
、
か
つ
ら
ぎ
警
察
署

（
☎
22
―
０
１
１
０
）ま
で
。

※

秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

子どもを虐待から守る５か条
①「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）
②「しつけのつもり」は言い訳　子どもの立場で判断しましょう。
③一人で抱え込まない　あなたにできることから実行しましょう。
④親の立場より子どもの立場　子どもの命を最優先にしましょう。
⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる　特別なことではありません。

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

集団健診のお知らせ
　年に一度は健診を受けましょう。集団健診では、下記科目の健診を１日にまとめて受けるこ
とができますので、今年度健診をまだ受けていない方は、ぜひこの機会に受診してください。

※70歳以上の方、かつらぎ町国民健康保険加入者、生活保護受給者の方は大腸がん検診、
　喀痰検査が無料です。
※いずれの科目においても今年度受診済みの方は対象外となります。

日　　程　平成31年１月22日（火）、１月23日（水）　
場　　所　保健福祉センター３階
　　　　　※時間など詳細は申込者へ事前に案内を郵送します。
申込方法　電話でお申し込みください
申込締切　12月14日（金）

肺がん検診
大腸がん検診
乳がん検診
前立腺がん検診
肝炎検査

特定健診
胃がん検診
（ピロリ菌検査）

無料（※喀痰検査1,000円）
４００円
無料
無料
無料

５００円

無料

40歳以上の女性（平成29年度受診者は除く）
50歳以上の男性
40歳以上の方（過去に受診済みの方は除く）

40歳～74歳のかつらぎ町国民健康保険加入者

40歳以上の方

実施科目 料　　金 対　　象　　者

受診時には、
受診券と保険証を
ご持参ください
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11
月
・
12
月
は
町
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

　

町
税
は
、
一
般
会
計
歳
入
の
約
20
％
を
占
め
、
福
祉
・
教
育
・

建
設
・
ご
み
処
理
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
事
業
の
費
用
に
充
て

ら
れ
る
貴
重
な
自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
11
・
12
月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

県
お
よ
び
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
協
力
し
滞
納
額
縮
減
の
た

め
集
中
的
に
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
町
税
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早

急
に
納
付
い
た
だ
き
、
今
後
は
、
期
限
内
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

回
収
機
構
は
県
内
全
市
町
村

が
構
成
団
体
と
な
り
、
市
町
村

か
ら
滞
納
事
案
の
移
管
を
受
け

滞
納
者
宅
の
捜
索
、
不
動
産
・

預
金
・
売
掛
金
な
ど
の
差
押
、

公
売
な
ど
の
滞
納
整
理
に
よ
り
、

税
金
の
徴
収
を
専
門
に
行
う
一

部
事
務
組
合
で
す
。

納
付
場
所
、
ま
た
、
延
滞
金
、

督
促
手
数
料
、
納
付
期
限
ま
で

に
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
の
滞

納
処
分
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
税
は
、
自
主
的
に
納
付

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
の
が
原
則
で
す
。

和
歌
山
地
方
税

　
　

回
収
機
構
と
は
？

　

納
税
は
国
民
の
義
務
の
一
つ

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
に
は
、
法
の
規

定
に
よ
り
、
納
付
額
、
納
期
限
、

税
金
は
納
期
限
内
に

　
　

納
付
し
ま
し
ょ
う

　

町
税
を
滞
納
す
る
と
、
納
付

期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
大
多
数

の
納
税
者
の
方
々
と
の
公
平
性

が
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、

公
正
・
公
平
を
確
保
す
る
た
め

に
、
督
促
や
文
書
催
告
に
よ
り

滞
納
を

　

放
置
し
て
お
く
と…

　

差
押
と
は
、
督
促
や
催
告
に

よ
り
納
税
の
履
行
を
促
し
て
も

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
時
に
、

税
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
国
税

徴
収
法
お
よ
び
地
方
税
法
に
基

づ
き
滞
納
者
の
財
産
の
処
分
を

禁
止
し
、
こ
れ
を
換
価
（
差
押

財
産
を
金
銭
に
か
え
る
こ
と
）

で
き
る
状
態
に
お
く
強
制
的
な

処
分
で
す
。

差
押
と
は
？

　

病
気
・
災
害
な
ど
の
特
別
な

事
情
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
納

期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方

は
、
期
間
を
定
め
分
割
納
付
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な

く
、
税
務
課
徴
収
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係

（
内
線
２
０
４
１
、
２
０
４

４
） 納

税
相
談

　

差
押
で
き
る
財
産
は
、
不
動

産
（
土
地
・
建
物
）
、
債
権

（
預
貯
金
・
給
与
・
生
命
保

険
・
有
価
証
券
な
ど
）
、
電
話

加
入
権
、
動
産
（
自
動
車
・
電

化
製
品
・
美
術
品
な
ど
）
の
広

範
囲
に
お
よ
び
ま
す
。

差
押
で
き
る

　
　

財
産
と
は
？

納
付
を
促
し
て
も
納
付
や
納
税

相
談
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対

し
、
法
律
に
基
づ
く
差
押
な
ど

の
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

税を考える週間
　国税庁では、国民の皆さん
に租税の意義や役割、税務行
政に対する知識と理解を深めていただくため、一
年を通じて租税に関する啓発活動を行っています
が、毎年11月11日～17日を「税を考える週間」と
してさまざまな広報広聴施策を実施しています。
　平成30年の「税を考える週間」のテーマは、
「くらしを支える税」として、国民の皆さんに適
正・公平な課税および徴収の実現に向けた国税庁
の取り組みをご紹介するとともに、税務行政に対
するご意見やご要望をお寄せいただく機会を設け
ています。
※詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

問い合わせ
粉河税務署（☎０７３６―７３―３３０１）

タイヤロック（車差押）の状況
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

西日本小学生ソフトテニス選手権大会県予選会　優勝
　８月18日（土）、第12回西日本小学生ソフトテニス選手権大会県
予選会が有田川町金屋テニス公園テニスコートで開催され海野
紘央さん（笠田小学校６年、写真左）がダブルスで優勝し10月27日
（土）、28日（日）に熊本県で開催された西日本大会に和歌山県代表
として出場しました。海野さんは「優勝する事ができてとても
嬉しかったです。これからもがんばりますのでみなさん応援よ
ろしくお願いします。」とコメントしました。

妙寺少年サッカークラブ県大会出場
　４月１日から開催された、2018年伊都那賀Ｕ－12前
期リーグにおいて４位という好成績をおさめました。
これにより７月14日（土）に紀三井寺公園球技場・補助
競技場で開催された「第12回オークワカップ兼第42回
和歌山県少年サッカー選手権和歌山大会」に出場する
ことができました。結果は１回戦敗退でしたが、子ど
もたちにとって良い経験となりました。

競技エアロビックで全国大会へ
　公益社団法人日本エアロビック連盟主催のスポーツエアロビ
ック大阪オープンが開催され、フィットネススペース スプラ
ッシュ（中飯降）で競技エアロビックに励む選手たちの中で、町
内在住の西岡美音さん（渋田小学校５年）、上田知幸さん（妙寺
小学校３年）、谷内俐子さん（妙寺小学校２年）、浦美桜さん（笠
田小学校２年）、前坂はづきさん（渋田小学校１年）の５名が全
国大会出場権を獲得し、来年１月19日（土）、20日（日）に静岡県
袋井市エコバアリーナで行われる第14回JOCジュニアオリンピ
ック全国エアロビック選手権に出場します。
　只今全国大会に向け、猛練習しております。

「福井しあわせ元気国体」少年女子ソフトボール競技出場
　８月19日（日）、20日（月）、第73回国民体育大会ソフトボール競技近畿ブロック大会が、紀の川
市の粉河運動場で開催され、和歌山県代表チームが優勝し、９月に開催された「福井しあわせ元
気国体」少年少女ソフトボール競技に出場しました。
　和歌山県代表チームの近畿ブロック大会の優勝は12年ぶりのことであり、本チームには笠田高
等学校ソフトボール部から11名の
選手が選抜されております。
　代表チームキャプテン池田なな
選手（笠田高等学校３年）は、「日
頃の練習の成果を発揮し、これか
らもがんばりたいと思います。」
と語りました。

後列左から西岡美音さん、上田知幸さん
前列左から浦美桜さん、谷内俐子さん、前坂はづきさん
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昨
年
10
月
の
台
風
21
号
か
ら
、
今
年
９
月
の
台
風
21
号
ま
で
主

に
か
つ
ら
ぎ
町
へ
影
響
の
あ
っ
た
台
風
の
状
況
で
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
へ
、
誰
と
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
を
開
始
す

る
か
、
今
後
の
避
難
計
画
の
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

シリーズ防災（その６）

近
年
の
台
風
状
況
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防
防

災
係
（
内
線
２
０
２
２
・
２
０

２
３
）

避難時の行動について
◆災害時に全ての避難所を同時に開設すること
は困難です。災害時、今いる場所でその時に
開設している一番安全で近い避難所に避難を
開始してください。
◆夜間で避難が困難と思われる場合は、自宅内
の少しでも安全な場所に移動するなど二次災
害を防ぐためにも状況に応じた避難をお願い
します。
◆災害時にはテレビ・ラジオ・有線放送、広報
車啓発、携帯電話（メール）などに常に注意を
払い、自分の取得できる情報を頼りに状況の
判断をしてください。
◆誰かからの指示を待つのではなく、自分の身
に危険を感じた時は自分の判断で素早く行動
を起こしてください。

　避難所の避難物資には限りがあります。
避難をされるときは水や食糧など必要最
低限の物を持って避難をお願いします。

避
難
所
に
つ
い
て

避
難
所
に
つ
い
て

避
難
所
に
つ
い
て

◆
開
設
時
期

　

風
水
害
時
、
『
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
』
情
報
の

発
令
時
に
は
い
ず
れ
か
の
避
難

所
が
既
に
開
設
を
し
て
い
ま
す
。

◆
開
設
状
況

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
メ

ー
ル
、
有
線
放
送
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和

歌
山
（
ｄ
ボ
タ
ン
）
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◇発表された警報について

◇避難情報について（発令したものは○）

◇避難者数について 人 人 世帯 人 世帯 人 世帯

避難準備・高齢者等避難開始
避難勧告（紀の川流域）
避難勧告（全域）
避難指示（紀の川流域）
避難指示（全域）

妙寺公民館
大谷公民館
笠田公民館
笠田公民館佐野分館
四郷地域交流センター
丹生酒殿神社
三谷公民館
渋田小学校
四邑公民館
妙寺小学校
地域福祉センター
妙寺中学校
中飯降児童館
その他避難所（※）
　　　　合　　計

１８
３８
７０
２４
０
３９
―
６９
０
―
３
７２
１３
１３２
４７８

○
○
○
○

○ ○

○

○

○

０
０
１６
０
０
０
―
６
０
０
２
―
―
―
２４

０
０
１０
０
０
０
―
６
０
０
２
―
―
―
１８

８
５
１７
１
０
０
―
５
０
２
１
―
―
―
３９

８
５
１４
１
０
０
―
５
０
２
１
―
―
―
３６

２１
１５
５２
２
１
０
―
１４
１
―
１０
９
７
―

１３２

１５
１２
３８
２
１
０
―
１１
１
―
１０
９
５
―

１０４

年月日
台風名

平成29年10月22日
台風２１号

平成30年７月28日
台風１２号

平成30年８月24日
台風２０号

平成30年９月４日
台風２１号

暴風、洪水、大雨
（土砂）、土砂災害
警戒情報

暴風、大雨（土砂） 暴風、洪水、大雨
（土砂・浸水害）、
土砂災害警戒情報

暴風、洪水、大雨
（土砂・浸水害）

※自主避難場所を含む
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◆
責
任
技
術
者
の
更
新
登
録

申
請
書
配
布

11
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）

申
請
書
受
付

11
月
５
日（
月
）〜
16
日（
金
）

申
請
時
手
数
料　
　
　

３
千
円

◆
指
定
工
事
店
の
更
新
登
録

申
請
書
配
布

11
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）

申
請
書
受
付

11
月
５
日（
月
）〜
16
日（
金
）

申
請
時
手
数
料　
　
　

５
千
円

※

各
申
請
書
の
配
布
・
受
付
は
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
は
除
く
）
ま
で
上

下
水
道
課
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
時
に
は
書
類
審

査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
22―

６
５
６
６
）

の
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

上
野
公
園
総
合
体
育
館

研
修
室
（
奈
良
県
五
條
市
）

テ
ー
マ　

長
年
に
わ
た
る
吉
野

川
の
生
物
調
査
か
ら
み
え
る
も
の

講
師　

本
庄　

眞
氏
（
関
西
環

境
教
育
学
会
会
長
）

定
員　

先
着
１
０
０
名

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
催　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域

協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企

画
公
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
内
線
２
２
１
１
）

日
時　

11
月
23
日
（
勤
労
感
謝

の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

下
水
道 InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

11月の11月の11月の

お知らせ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
・
指
定
工
事
店
の
更
新

　

平
成
31
年
成
人
式
に
つ
い
て

は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

日
時　
平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

式
典　

午
後
２
時
〜

激
励
会　

午
後
３
時（
式
典
終

了
後
）

場
所　
か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

対
象
者（
新
成
人
）

平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※

11
月
１
日
現
在
、
か
つ
ら
ぎ

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
新

成
人
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、

11
月
中
に
案
内
状
を
発
送
し
ま

す
。
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合

や
、
本
町
出
身
で
町
外
へ
転
出

さ
れ
て
い
る
方
で
、
成
人
式
に

出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
青

少
年
セ
ン
タ
ー
係
（
内
線
３
０

１
４
）

成
人
式
に
つ
い
て

日
時　

11
月
23
日（
勤
労
感
謝

水
環
境
に
関
す
る
講
演
会
開
催

　

教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

９
月
11
日
付
け
で
新
教
育
委
員

会
制
度
に
移
行
す
る
と
と
も
に
、

教
育
長
が
再
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
臨
時
教
育
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
長
職
務

代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長　
　
　
　

池
田
八
主
雄

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　

草
田　

蒼
太

教
育
委
員　
　
　

草
田　

英
嗣

　
　
　
　
　
　
　

内
田　

憲
一

　
　
　
　
　
　
　

菅
野
太
佳
子

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

教
育
委
員

お
知
ら
せ

第
32
回
農
芸
祭
開
催

場
所　

紀
北
農
芸
高
等
学
校

内
容　

農
産
物
品
評
会
（
果

実
・
野
菜
・
花
な
ど
の
展
示
即

売
）、
農
場
生
産
物
直
売
、
模

擬
店
、
文
化
ク
ラ
ブ
展
示
発
表
、

芸
術
・
環
境
工
学
科
作
品
展
示

※

一
般
の
方
に
よ
る
農
産
物
品

評
会
へ
の
出
品
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

紀
北
農
芸
高
等

学
校
（
☎
22―

１
５
０
０
）只今空室ございます

かつらぎ町役場庁舎より車で22分
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募　

集

【
年
末
調
整
説
明
会
・
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
開
催
】

　

所
得
税
の
年
末
調
整
と
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

①
11
月
21
日（
水
）

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
Ａ
Ｖ

ホ
ー
ル

②
11
月
22
日（
木
）

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
小

ホ
ー
ル

各
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

※

い
ず
れ
か
ご
都
合
の
良
い
会

場
に
出
席
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
が
簡
単
に
！
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お

持
ち
で
な
い
方
も
税
務
署
で
発

行
し
た
「
Ｉ
Ｄ
」
と
「
パ
ス

ワ
ー
ド
」
で
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
か
ら
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
で

申
告
が
で
き
ま
す
。

ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
は
こ
ん
な
に
便
利

①
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書

　

類
は
提
出
不
要
！
（
自
宅
で

　

保
管
す
る
必
要
あ
り
）

②
給
与
所
得
者
（
年
末
調
整
済

　

み
）
で
、
医
療
費
控
除
ま
た

　

は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄

　

附
金
控
除
適
用
の
方
は
、
ス

粉
河
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
　

マ
ホ
専
用
画
面
を
利
用
可　

　

能
！

③
申
告
書
の
控
え
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

　

式
で
ス
マ
ホ
に
保
存
！

　

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
税

務
署
で
職
員
と
対
面
に
よ
る
本

人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
し

ま
す
の
で
、
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の
上
、

お
近
く
の
税
務
署
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務
署

（
☎
０
７
３
６―

73―

３
３
０
１
）

資
格　

男
性
で
中
卒
（
見
込
み

含
む
）
〜
17
歳
未
満
の
成
績
優

秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕

著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
方

受
付　

11
月
１
日（
木
）〜
11
月

30
日（
金
）

試
験
日　

平
成
31
年
１
月
５
日

（
土
）〜
７
日（
月
）

《
一
般
》

資
格　

男
性
で
中
卒
（
見
込
み

含
む
）
〜
17
歳
未
満

受
付　

11
月
１
日（
木
）〜
平
成

31
年
１
月
７
日（
月
）

試
験
日

・
一
次　

平
成
31
年
１
月
19
日

（
土
）

・
二
次　

平
成
31
年
２
月
１
日

（
金
）〜
４
日（
月
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎

０
７
３
６―

32―

０
７
４
４
）

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
特
別
ゲ
ス

ト
に
美
川
憲
一
さ
ん
、
山
本
リ

ン
ダ
さ
ん
を
迎
え
た
ラ
ジ
オ
大

阪
公
開
録
音
歌
謡
ウ
ェ
ー
ブ
や
、

快
盗
戦
隊
ル
パ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー

VS
警
察
戦
隊
パ
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
か
つ
ら
ぎ
町

か
ら
の
出
店
も
あ
り
、
み
ど
こ

ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

開
催
日　

11
月
10
日（
土
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時

11
月
11
日（
日
）午
前
９
時
40
分

〜
午
後
４
時

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

※
商
工
ま
つ
り
は
今
年
度
で
終
了

会
場　

池
上
曽
根
史
跡
公
園

問
い
合
わ
せ　

和
泉
商
工
会
議

所
（
☎
０
７
２
５
―
53
―
０
３

３
０
）

和
泉
市
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お

知
ら
せ

　

昨
年
４
月
に
鍋
谷
峠
道
路
が

開
通
し
、
ぐ
ん
と
近
く
な
っ
た

友
好
都
市
の
大
阪
府
和
泉
市
で

は
、
気
候
の
良
い
秋
に
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
お
隣
の

ま
ち
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
40
回
和
泉
市
商
工
ま
つ
り　

農
林
業
祭
＆
都
市
緑
化
・
上
下

水
道
フ
ェ
アT

he Final　

　

和
泉
市
の
地
場
産
業
（
和
泉

木
綿
、
い
ず
み
パ
ー
ル
、
い
ず

み
硝
子
）
や
農
産
物
の
販
売
、

も
の
づ
く
り
企
業
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

自
衛
官
な
ど
の
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付　

随
時

試
験
日　

受
付
時
に
説
明

◆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒

《
推
薦
》

心
配
ご
と
・
法
律
相
談

11
月
12
日（
月
）、
26
日（
月
）

12
月
10
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜　
　

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る
「
消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
11
月
６
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
11
月
13
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
11
月
20
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
11
月
27
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
２
１
２
）

相　

談

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会（
☎
22―

４
３
１
１
）
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「
退
院
は
し
た
も
の
の
…
」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の
…
」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

11
月
２
日（
金
）、
16
日（
金
）

12
月
７
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

理
学
療
法
士
相
談

　

本
町
で
は
役
場
産
業
観
光
課

内
に
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

無
料
職
業
紹
介
所

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

11
月
５
日（
月
）、
６
日（
火
）、

12
日（
月
）、
13
日（
火
）、
19
日

（
月
）、
20
日（
火
）、
26
日（
月
）、

27
日（
火
）、
12
月
３
日（
月
）、

４
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

11
月
７
日（
水
）、
12
月
５
日

11
月
13
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

11
月
20
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

11
月
７
日（
水
）、
28
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

就
職
相
談

　

町
内
事
業
者
お
よ
び
住
民
の

方
に
対
し
て
、
求
人
・
求
職
の

情
報
提
供
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。
求
人
・
求
職
を
ご

希
望
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
町
無

料
職
業
紹
介
所
（
産
業
観
光
課

内　

内
線
２
２
１
２
）

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（

０
７
３
６
―
33

―
４
９
０
９
）

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

　

税
金
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た

家
電
・
雑
貨
な
ど
を
公
売
し
ま

す
。

日
時　

12
月
１
日（
土
）

場
所　

紀
の
川
市
民
体
育
館

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山

地
方
税
回
収
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
税

回
収
機
構
（
☎
０
７
３
―
４
２

２
―
３
６
３
０
）

合
同
公
売
会
の
お
知
ら
せ

チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
ち
ゃ
、

　
　
　
　

最
低
賃
金

最
低
賃
金
の
名
称

　
　
　
　

和
歌
山
県
最
低
賃
金

最
低
賃
金
額　

　
　
　
　
　

時
間
額
８
０
３
円

効
力
発
生
日　

10
月
１
日（
月
）

適
用
範
囲　

県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
労
働
局

賃
金
室
（
☎
０
７
３
―
４
８
８

―
１
１
５
２
）

○11月30日（金）納期限
● 町民税・県民税　　　　第６期
● 固定資産税　　　　　　第６期
● 国民健康保険税　　　　第５期
● 後期高齢者医療保険料　第５期

　町税などの納付は便利で確実
な口座振替をご利用ください。

◆広報かつらぎ◆
掲　載　料　１カ月１広告10,000円（割引制度有）
◆かつらぎ町ホームページ◆（バナー広告）
掲　載　料　１カ月１広告10,000円（割引制度有）
※詳細は、お問い合わせください。
問い合わせ　総務課総務係（内線２０２５）
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グ
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
２

　
　
　
　
　

あ
さ
の　

あ
つ
こ

七
つ
の
試
練　
　

石
田　

衣
良

グ
ラ
ス
バ
ー
ド
は
還
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　

市
川　

憂
人

僕
は
金
に
な
る　
　

桂　

望
実

花
咲
小
路
三
丁
目
北
角
の
す
ば

る
ち
ゃ
ん　
　
　

小
路　

幸
也

影
ぞ
恋
し
き　
　
　

葉
室　

麟

愛
な
き
世
界　

三
浦　

し
を
ん

漂
砂
の
塔　
　
　

大
沢　

在
昌

ガ
ラ
ス
の
殺
意

　
　
　
　
　
　

秋
吉　

理
香
子

変
わ
っ
た
タ
イ
プ

　
　
　
　
　

ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

あ
さ
っ
て
町
の
フ
ミ
オ
く
ん

　
　
　
　
　
　
　

昼
田　

弥
子

ヒ
ト
の
体
に
す
み
つ
く
生
き
物

　
　
　
　
　
　
　

辨
野　

義
己

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
い
ち
ね
ん
か

ん　
　
　
　
　

な
か
や　

み
わ

な
ま
え
を
つ
け
て

　
　
　
　

い
わ
さ
き　

ち
ひ
ろ

オ
オ
イ
シ
さ
ん　

北
村　

直
子

い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
６
０
代
か

ら
の
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
ス
マ
ホ

　
　
　
　
　
　
　

増
田　

由
紀

女
子
の
た
め
の「
手
に
職
」図
鑑

　
　
　
　
　
　

華
井　

由
利
奈

「
そ
の
後
」の
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房

　
　
　
　
　
　
　

武
良　

布
枝

天
使
が
住
み
た
い
冷
蔵
庫
・
悪

魔
が
住
ん
じ
ゃ
う
冷
蔵
庫

　
　
　
　
　
　
　

番
場　

智
子

は
じ
め
て
で
も
お
い
し
く
作
れ

る
フ
ラ
イ
パ
ン
煮
物　

　
　
　
　
　
　
　

河
野　

雅
子

ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
つ
く
る

大
人
か
わ
い
い
イ
ン
テ
リ
ア
雑

貨　
　
　
　
　

栗
原　

身
和
子

サ
バ
イ
バ
ル
ボ
デ
ィ
ー

　
　
　

ス
コ
ッ
ト
・
カ
ー
ニ
ー

信
長
は
な
ぜ
葬
ら
れ
た
の
か

　
　
　
　
　
　

安
部　

龍
太
郎

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

＊開館時間は午前９時～午後５時です。 
＊花園分館の開館日時は、 水曜・土曜日
　（年末年始は除く）の午後１時～５時です。

11月の図書館休館日

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

日　時　11月23日（勤労感謝の日）
　　　　午後０時30分～
場　所　かつらぎ総合文化会館　ＡⅤホール 
入場料　無料（事前申し込み不要）

  5（月）・12（月）　
19（月）・26（月）

「ビブリオバトル小学生・中学生大会」
観戦者募集！！

チ
ア
ガ
ー
ル
ゆ
れ
る
ポ
ン
ポ
ン
甲
子
園
泥
に
ま
み
れ
つ
球
児
ら

熱
戦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
岡　

潤
子

酷
暑
堪
え
涼
や
か
に
鳴
く
秋
虫
に
癒
さ
れ
思
う
被
災
地
の
惨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　
　

瞳

不
燃
物
に
出
し
た
る
亡
夫
の
自
転
車
を
見
納
め
に
行
く
日
暮
近

き
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田
ひ
と
み

見
上
げ
た
る
家
の
上
空
飛
行
す
る
赤
と
緑
の
ナ
ビ
ラ
イ
ト
数
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
岡
寿
美
子

記
憶
に
無
き
幼
き
頃
の
わ
が
様
子
知
ら
さ
れ
は
に
か
む
八
十
路

の
私　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

和
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）

＊「ビブリオバトル」って何？
　①面白い本をみつけて読んで集合！
　②本の魅力を１人５分で紹介！
　　（ミニビブリオバトルは３分）
　③２～３分のディスカッション
　　（ミニビブリオバトルは２分）
　④「どの本を一番読みたくなったか？！」
　　投票で「チャンプ本」を決定！

梨
一
つ
そ
つ
と
呉
れ
た
る
重
さ
か
な　
　
　
　
　

辻
田　

幸
和

移
り
ゆ
く
秋
の
夕
暮
れ
立
ち
尽
す　
　
　
　
　
　

室
岡　

博
紀

鵲
の
橋
か
か
れ
る
白
き
天
の
川　
　
　
　
　
　
　

下
村
ツ
ヤ
子

朝
霧
や
峰
の
松
風
揺
れ
る
下
草　
　
　
　
　
　
　

南
出
香
予
子

大
木
の
黄
落
見
ご
と
写
真
展　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置　

隆
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
椎
の
実
）

か
さ
さ
ぎ
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和歌山県立医科大学附属病院紀北分院

　脳神経内科は脳や脊髄、神経、筋肉の病気をみる内科で
す。体を動かしたり、感じたりする事や、考えたり覚えた
りすることが上手にできなくなったときに、このような病
気を疑います。症状としてはしびれやめまい、うまく力が
はいらない、歩きにくい、ふらつく、つっぱる、けいれん、
むせる、しゃべりにくい、ものが二重にみえる、頭痛、勝
手に手足や体が動いてしまう、ものわすれ、意識障害など
たくさんあります。脳神経内科では全身をみてどこの病気

脳神経内科

診療案内

問い合わせ　和歌山県立医科大学附属病院紀北分院（ ２２－００６６）

であるかを見極め、その上で骨や関節の病気がしびれや麻痺の原因なら整形外科に、脳の病気につい
て手術が必要なときは脳神経外科にご紹介します。感じることの中には見たり聞いたりする能力も含
まれますが、眼科や耳鼻科の病気の場合もあります。よく間違えられやすいのが精神科、精神神経科、
神経科、心療内科などです。これらの科は、おもに気分の変化（うつ病や躁病）や精神疾患を扱う科
です。脳神経内科はこれらの科と異なり、精神的な問題からではなく、脳や脊髄、神経、筋肉に病気
があり、体が不自由になる病気を扱います。

・変性疾患（パーキンソン病／パーキンソン症候群、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症、アルツ
　ハイマー病など）・脳梗塞・末梢神経障害（多発神経炎、ギランバレー症候群など）
・筋疾患（重症筋無力症、筋ジストロフィー、多発筋炎など）・脱髄疾患（多発性硬化症など）
・感染症（髄膜炎、脳炎、クロイツフェルトヤコブ病など）・頭痛（片頭痛、緊張型頭痛、三叉神経
　痛など）・てんかん・各種内科疾患に伴う神経障害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内科　助教　中西一郎）

健康ひろば健康ひろば健康ひろば

診療科の特色

取り扱える疾患

かつらぎ町民ウォーキング
　ウォーキングは手軽に無理なくできる有酸素運動で、生活習慣病の予防、体力向上、ストレ
ス解消などたくさんの利点があります。いつまでも健康でいきいきとした生活ができるよう、
日常生活に運動習慣を取り入れましょう。みなさんで歩く楽しさを味わいましょう！ 

日　　時　11月19日（月）
　　　　　午後２時～４時予定（受付１時30分～）
対　　象　コースを完歩できる方で町内在住の方
　　　　　（中学生以下は保護者同伴）
持 ち 物　動きやすい服装・靴、帽子、
　　　　　タオル、飲み物
申込締切　11月12日（月）
集合場所　保健福祉センター
　　　　　※駐車場は保健福祉センター前をご利用ください
その他
　※医師から運動を控えるよう指示を受けた方、体調の悪い方の参加はご遠慮ください。
　※けがなどをされた時は町が加入している全国町村会総合賠償補償保険が適用されます。

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５９）

①運動講座　
【講師】日本健康運動指導士会　　
　　　　　和歌山支部　西風 幸一氏
②ウォーキング
【コース】保健福祉センター→紀の
　　　　　川堤防→三谷橋→丹生酒
　　　　　殿神社（三谷）を往復
※小雨決行。荒天時は内容を変更し、保健
　福祉センターで運動講座を実施します。

内容
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

11月16日㈮10:00～11:00

11月９日㈮10:00～11:00

12月20日㈭10:00～11:00

11月、12月の実施は未定です。
予定はお問い合わせください。

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

12月21日㈮10:00～11:00

佐野育児
サークル

11月15日㈭10:00～11:00
丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

12月７日㈮10:00～11:00
妙寺公民館

サークル名 場　　所 日　　　時

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・11月８日（木） 午後3時～3時45分
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・11月15日（木） 午前10時～11時

・11月15日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・11月22日（木） 
　午前10時～11時

なかよし広場

園 庭 開 放

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

12月11日
午前９時30分
　  ～10時30分
12月18日
午前９時30分
　  ～10時30分

11月13日
午前９時30分
　  ～10時30分
11月20日
午前９時30分
　  ～10時30分

12　

月

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

11　

月

こども園名 日　　時

●育児サークル

「お肌診断と
　　美容相談会」

「スタンプを押してあそぼう★」
※持ち物…Ｔシャツ or カバン
　などスタンプが押せるもの

「読みきかせ
　　講演会」です
※全年齢児
　　対象です

「栄養士さんの
　　おはなし」です。

１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

「
わ
く
わ
く
広
場
」
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の
写

真
を
持
っ
て
来
て
、
思
い
思
い
の
飾
り
を

貼
っ
て
出
来
上
が
り
！

写
真
選
び
か
ら
、
楽
し
そ
う
な
お
し
ゃ
べ

り
が
続
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
合
同
運
動
会
を
し
ま
し
た
。

「
ト
ン
ネ
ル
抜
け
る
よ
〜
」
母
子
保
健
推

進
員
さ
ん
に
見
守
ら
れ
て
、
に
っ
こ
り
顔

で
す
。

・11月12日（月） 午前10時～11時
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、3歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年５月生まれ
平成30年７月生まれ

平成27年４月生まれ
平成27年５月生まれ

平成29年12月生まれ

平成30年１月生まれ

平成28年９月生まれ

平成28年10月生まれ

平成30年４月生まれ

平成29年11月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

11月28日㈬
13:00～14:00
11月20日㈫
13:00～14:00

11月６日㈫
9:30～10:00

12月４日㈫
9:30～10:00

11月５日㈪
9:30～10:00
12月３日㈪
9:30～10:00

12月14日㈮
13:30～15:30
11月７日㈬
13:30～14:30
11月21日㈬
13:30～14:30
11月７日㈬
10:00～11:00

平成29年12月生まれ12月５日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

３歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

平成30年５月・６月生まれ
平成30年７月・８月生まれ 股関節異常の有無11月14日㈬

13:15～13:30股関節検診

1111月の保健カレンダー月の保健カレンダー11月の保健カレンダー

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

11月１日㈭
12月６日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談 ● 献血

11月２日㈮

11月29日㈭

伊都消防組合消防本部
道の駅くしがきの里

か つ ら ぎ 警 察 署

  ８:４５～12:00
1４:00～16:00
10:00～12:30
13:30～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「運動編③ ～寒い日に家でできるエクササイズ～」
日　　時　12月12日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター３階

◆12月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

「調理実習① ～糖尿病予防の食事をつくろう～」
日　　時　11月14日（水）　 9:30～13:00
場　　所　総合文化会館３階調理室

◆11月の内容

※エプロン、三角巾、手拭きタオルをお持ちください。
※11月６日（火）までに予約をお願いします。

要予約
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